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は じ め に
　長崎国際大学では、社会から寄せられる多様
なニーズを踏まえ、「人間尊重を基本理念に、
よりよい人間関係とホスピタリティの探求・実
現、並びに文化と健康を大切にする社会の建設
に貢献する教育・研究」を建学の理念としてい
る。
　「観光学の理論や知識の習得」「地域から愛さ
れ、地域社会に貢献できる人材の育成」「学生
の社会人基礎力の養成」等を教育の目標として
115
FM 放送の実践と地域活性化への取組み『長崎国際大学論叢』　第１７巻　２０１７年３月　１１５頁～１２５頁
事　例　研　究 
FM 放送の実践と地域活性化への取組み
尾　場　　　均
（長崎国際大学 人間社会学部 国際観光学科）
FM Broadcasting and Activities for Regional Vitalization
Hitoshi OBA
（Department of International Tourism, Faculty Human and Social Studies,
Nagasaki International University）
Abstract
Offering information through FM broadcasting and the Internet can lead to the establishment 
of an open university and regional contribution.　It is also significant for regional vitalization to 
provide local information for people living in the area in the role of the regional media.
Many students acquire fundamental competencies for future employment through activities 
for regional vitalization.　For instance, the promotion of interaction between citizens and students 
occurs through presenting cultural aspects of Sasebo and useful local information.　Furthermore, 
they organize various events to promote regional development which are linked with the radio 
programs and the development of regional-brand products.
This paper explores these activities and methods for evaluating the growth of the students.
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要　旨
FM 放送やインターネットでの情報の発信は、開かれた大学づくりと地域貢献につながるものであり、
また地域に住む人々の生活に密着した情報を提供することは、地域メディアの果たす役割である地域の
活性化に有意義なものと考える。
佐世保の文化や情報の発信を通じて、市民の交流を促進することにより、番組と連動した様々な地域
振興イベントや地域ブランドの開発など、地域活性化への取り組みにより、学生は社会人基礎力を獲得
している。その具体的な取り組み内容や、育成の評価について考察する。
キーワード
地域連携、社会人基礎力、プロジェクトベースラーニング
おり、地域社会や企業などで実践的な就業や活
動体験を行ない、キャリア形成に活かすだけの
単なる労働に関する内容だけではなく、社会的
使命と、将来の目標や課題を理解し、その発展
に貢献できる能力など育成目標としている。長
崎県佐世保市のコミュニティ FM 局「FM 佐世
保」で、毎週日曜日の６０分の生放送は、地域活
性化への貢献を目的としたプログラムを実施し
ている。今年で９年目４７３回（２０１６年１１月１日
現在）を迎え、現在も継続中である。佐世保の
文化や情報の発信を通じて、市民の交流を促進
することにより、番組と連動した様々な地域振
興イベントや地域ブランドの開発などもおこな
い、地域活性化への取り組みによって学生は社
会人基礎力を獲得している。
　FM 放送やインターネットでの情報の発信は、
開かれた大学づくりと地域貢献につながるもの
であり、また地域に住む人々の生活に密着した
情報を提供することは、地域メディアの果たす
役割であり地域の活性化に有意義なものと考え
る。
１．育成対象としている人材像・育成目標
　これまで国際観光学科の尾場研究室は地域活
性化の実践として、様々な活動を行っている。
地域の新たな魅力創出のために、賑わい作り並
びに集客の可能性についての調査、新たな地域
ブランドの開発など、地域活性化を行なってい
る。これらの活動は平成１９年度から大学敷地内
や市内の観光地で、ミニ FM 機器を使った観光
情報を、学生の目から見た佐世保の新たな魅力
を発信することから始まった。地域の活性化に
視点をおいて、佐世保に密着した情報、地域の
活性化に役立つ情報、多元的な地域情報を集約
し発信する情報発信基地として、また市民との
コミュニケーションを促進する市民参加型イベ
ントや地域ブランドを開発する段階において就
業力を身につける授業内容を目指した。具体的
な課題を、学生とのディスカッションで設定し
て、課題解決という目標に向かって意欲的に取
り組む過程は、プロジェクトベースラーニング
を実践することで、社会人基礎力の獲得を目標
としている。プロジェクトベースラーニング
（Project Based Learning）とは、「課題解決型
学習」であり、学生が自分で課題を発見し、自
ら学び，主体的に判断する学生が学習の主体の
学習方法で、欧米の大学では広く行われている
授業スタイルである。
２．育成のための取組内容と育成のプロセス
２.１　FM 放送による情報発信
　佐世保に密着した情報、地域の活性化に役立
つ情報、多元的な地域情報を集約し発信する基
地として、地域に貢献する市民のための放送局
である。
　コミュニティ FM 局「FM 佐世保」（周波数
８７.３MHz）は２００７年８月に開局した。開局当時
より「はっぴい Radio 場」の番組名で日曜１４時
より６０分の生放送を担当している。（図１）
　当初はインターネットの情報を他のメディア
で発信する手段としてラジオ放送に着目し、イ
ンターネットとラジオのメディアミックスと考
えていた。佐世保の観光地を拠点に観光情報を 
FM ラジオ放送と ustream によるインターネッ
ト放送という形で情報発信する取組みである。
スマートフォンのアプリケーションの開発によ
り、ラジオに縁のなかった若者が、iPhone や 
Android のアプリケーションの導入により市内
から全世界へリアルタイムに番組を受信できる
ようになった。加えて ustream によるインター
ネットによる生放送の配信は、FM 放送のこれ
までの中高年の視聴者に加え、学生による提案
で、若者向けに SNS を活用した情報発信は、
高校生など多くの若者が番組に参加するように
なった。番組の意見やコメント件数が増えたこ
とは、幅広い年齢層と視聴者数の増加を証明し
ている。
　学生はラジオの可能性とスマートフォン、イ
ンターネットを結び付けることに着目し、新た
にスマートフォンのアプリケーションの提供に
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より、新たなメディアミックスの実現と全世界
への情報発信が可能となった。現在では佐世保
だけでなく、九州全土を越えて、関東や関西や、
海外からの SNS による番組参加や感想などが
番組中に多数寄せられている。今後、国境を超
え、幅広い年齢層へ新たな企画や提案を発信す
ることにより、多くの意見を取り入れる仕組み
を作り、継続性・発展性を見据えて今後の活動
に活かすことを期待している。
２.２　子どもがつくる子どものまち「ミニさ
せぼ」
　「ミニさせぼ」とは、子どもたちが仮想の街
で就業体験を、遊んだりしながら社会の仕組み
を学ぶ事業で、７歳から１５歳の子どもたちだけ
で運営する夏休みの期間限定の仮想都市で、ド
イツのミュンヘン市で開催される「ミニ・ミュ
ンヘン」がモデルである。
　子どもたちが仮装の街で、仮装店舗などを運
営し、そこでの仕事や遊びを通じて自主性や協
同性、社会性を学んでもらうのが狙いで佐世保
市内の小学校４年生から６年生、中学生までの
生徒が対象である。この活動は佐世保市の市民
協働によるまちづくりの推進に寄与することを
目的とした「佐世保市公益活動団体自立化支援
補助金」により運営している。
　今年は８月に市内小中学校に１４,０００枚のチラ
シを配布して募集を行い、対象の生徒による子
ども実行委員を立ち上げた。また長崎国際大学、
長崎短期大学の学生、佐世保商業高校の生徒と
ワークショップなどを実施して、自分たちの街
をデザインする。この事業は２０１６年１２月の２日
間開催し、子どもたちの作る街「ミニさせぼ」
では述べ６００名の生徒に社会体験を実施してい
る。子どもの職業・社会体験の場の拡充と遊び
（場）・体験を通して、子どもの自主性、社会性、
協調性、創造性を育み、健全育成につなげるこ
とを目的にしている。「まちづくり」において、
自分たちで考え、運用することで、税金や雇用
のシステム、公務員や会社員の違いなど社会構
造の理解を促し、地域の特性を学ぶことにより、
郷土愛を育む。この活動により、郷土とまちづ
くりへの関心を持ち、将来の佐世保市のまちづ
くりへの参画意識と子どもたちが夢や希望を抱
ける社会を目指すきっかけになって欲しいと期
待している。子供だけで町を運営するという大
規模な子どもの遊び場の提供をして「まちづく
り」を体験することで、自分の住む町に愛着を
持ち、まちづくりに興味関心を持ってもらう。
それにより住む佐世保に関心を持ってもらうこ
とが事業の目的である。そして地域の大人が、
子どもの活動を支援することで、企業や地域住
民の地域活動参画を促し、佐世保の地域活動を
活性化する。
　具体的な取り組み内容は、大学生との交流と
して子ども実行委員会と生徒・大学生との顔合
わせを行う。カラーマーカーやシールでデコレー
ションした名札作りや、「まちづくり」にちな
んだ質問を交換するインタビューゲームなど行
い交流をする。まちのイメージを体感するため
に約８０００個の積み木を使って、仮想のまちをみ
んなで作る。（図２）
　その後、まちのルール（法律）も必要であり、
まちのルールや、はたらく人、雇う人のルール
を考える。「雇うってどういうこと？」という
基本的な戸惑いに直面するが学生たちと真剣に
子どもたちと向き合うことで、社会の仕組みを
学ぶ。
　仮想空間ではあるが、働く側からの視点に立っ
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（図１）　交換留学生出演時のスタジオ風景
（２０１５年６月筆者撮影）
てまちの仕組みを知ることにより、市民にとっ
てどんなサービスが必要なのか、望ましいのか
を子どもたちなりに考えることで、地元に愛着
を持って市民の視点に立ったまちづくりの推進
に貢献する気持ちを育むことができると考える。
また、学生側も子供たちとのコミュニケーショ
ンを通じて社会人としての基礎力を得ることに
つながったように思える。様々な職種の方々に
参加してもらうとともに、大学生を中心に活動
することによって、子どもをはじめ、参加する
者全員が本事業を通じてのそれぞれの学びによっ
て、それぞれのスキルを高め合う機会であり、
今後も継続したい。（図３）
　地域の大人たちや大学生・高校生が、子ども
のまちづくり支援に参加することで、現在の知
識伝授型の学習スタイルではなく、体験を通し
て子どもたちが自ら考えて行動する能動的な学
習内容は、新しい時代を切り拓く、心豊かでた
くましい人材の育成事業と考えている。また、
子ともたちとのコミュニケーションを通じてお
互いをより深く理解し合い、信頼できる関係が
育まれることを経験している。
２.３　大学生による「佐世保たこ焼き」のブ
ランド化
  尾場研究室は地域活性化の実践として、佐世
保バーガーに次ぐ新しい佐世保の名物として、
「佐世保たこ焼き」を開発した。佐世保市内の
地域活性化を図ると共に、ブランド化を進め、
新しい佐世保の名物としての定着を目指す活動
を行っている。生産量日本一の特産物である小
佐々町のいりこは、佐世保市民にも関わらず浸
透していないのが現状である。その為、たこ焼
きに佐世保の特産物を使用することによって観
光客及び地元住民にも幅広い客層をターゲット
に佐世保の魅力を伝える目的がある。
　具体的な取り組み内容は、佐世保市内にある
たこ焼きをフィールドワークによって調査する。
次に関西風たこ焼きを調査し、どのようなたこ
焼きが老若男女に末長く食べて頂けるのか考え
る。そして、重要なポイントである地域の特産
物を調べ、学生は調理法を試行錯誤する。実際
に、たこ焼きと特産物の組み合わせや定義、コ
ンセプトを決め、企画案作成後、本格的な出店
計画を立てた。広報やアンケートの実施行うこ
とで佐世保たこ焼きの知名度を広げ、案内チラ
シをデザインして、地域のたこ焼き店への協力
の呼びかけを行った。地域情報の発信としてマッ
プの作成や味を競うグランプリの開催を行った。
週末の限定販売やラジオでの告知、SNS を利用
し、幅広い方法で事前の宣伝活動を行い、のぼ
りやロゴ、マーク、作成中のたこ焼きマップや
キャラクターなどに関する詳細を決め、宣伝活
動に活用している。佐世保バーガーの知名度の
定着等の要素や長崎県の世界遺産の申請等によ
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（図２）約８,０００個の積み木を使った仮想のまち
（２０１６年８月筆者撮影）
（図３） 「ミニさせぼ」開催風景
（２０１５年１２月筆者撮影）
りさらなる客層の増加が予想され、安定した観
光客の増加が見られると予想される。
　今後、より一層観光に力を入れる必要がある
と考えた学生は、全国的にも有名なたこ焼きを
佐世保風にアレンジすることで、多種多様なニー
ズに応え、佐世保市の地域活性化に繋がると考
え、地域住民が協力することでさらなる街の発
展を期待している。地域ブランドを開発するだ
けではなく、２０１３年から毎年発行している学生
の調査による店舗マップや、（図４）自らの可
能性に挑戦して佐世保駅で開催される「たこ焼
きグランプリ」にも出場している。２度のグラ
ンプリを獲得し、幅広い年齢層に人気を集めて
いる。
３．育成の評価
　学生による授業評価という発想が共有され、
高等教育の現場は確実に変化している。本学も
学長を委員長とした「自己点検・評価委員会」
が設置され、学生を対象とした「授業評価アン
ケート」を定期的に実施し、大学全体の教育成
果の向上を進めている。地域の活性化に取り組
む学生に、社会人基礎力チェックシートを使用
して自己評価している。このシートは九州・沖
縄・山口の就業力育成支援事業に採択された２４
大学で、平成２４年度から平成２６年度にかけて行
われた文部科学省の「産業界のニーズに対応し
た教育改善・充実体制整備事業」でジェネリッ
クスキルを自己評価させるために河合塾が開発
した尺度を修正して用いている。「考える力」、
「人と良い関係をつくる力」、「自分自身を伸ば
す力」の３つの能力からなり、１０因子から構成
される。そのほか、ポートフォリオを活用して
事前学習で活動に対する期待や、活動による個
人の目標を学生自身で設定している。このこと
により個人で達成すべき目標を明確にすること
ができ、事後に自己評価（ふりかえり）も可能
となった。社会人基礎力の育成には、質の高い
学修経験と自己評価が重要である。評価をポー
トフォリオに蓄積し、４年間の成長度合いを確
認・評価することができる。
　番組内容や活動の途中段階に継続的にポート
フォリオを使い、アンケート形式で学生の教育
の効果・評価・検証を実施している。同じ学年
やグループで閲覧・コメントできるようにする
ことにより、学生同士のコメントや評価がリア
ルタイムで行われる。本人と教員のみ閲覧でき
る機能を使い、教員の個別指導を受けることで、
教育の質の向上を図り、社会に貢献する能力を
習得させている。外部から要望があれば、学生
の学習成果は学生の了承を得て、イベント等で
関係した行政や企業・団体向けに報告書を作成
し、報告会等を実施している。学生自身や学生
同士、指導教員や外部関係者からの評価により
評価体制は十分に確立されるといえる。経済産
業省が主催する「社会人基礎力育成グランプ 九
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（図４）２０１６年度 佐世保たこ焼きマップ（２０１６年１１月尾場研究室 制作）
州大会」では準優秀賞２回、奨励賞１回の受賞
している。（図５）
　学生の成長や実践的な教育プログラムの評価
であることを証明している。
４．教育プログラムを評価改善していく仕組み
　学生は市民から寄せられる情報や、活動時に
作成した企画書や番組原稿の情報は平成１９年度
から共有化している。蓄積された共有データベー
スは１,３５１件（２０１６年１１月１日現在）で、携帯電
話やパソコンで情報の交換・共有化することで、
情報を活用する能力である情報リテラシーが向
上した。また放送局としては不適切な情報や語
句など正しく情報を伝える義務があるため、読
めない文字や読んで意味の解らない言葉は辞書
で事前に調べる習慣が身についた。地域情報の
発信のための文献検索や調査により地域の歴史
を知る機会に恵まれ、さまざまな視点から物事
を考察する方法を学ぶことができている。また
放送やインターネットなどによる情報発信を踏
まえ、情報の共有、相互の添削やコメントによ
る意見交換なども取り入れている。イベントで
は市民や参加者、子供から高齢者まで多くの方々
の意見を収集する仕組みを持っている。直接、
街頭や個別訪問で意見を聞く事も実践している
が、毎週放送している番組に送られてくる手紙
や FAX、電子メールなど、毎週の放送終了後
やイベント後にデータを持ち帰り改善に役立て
ている。
　また、連携・協働した自治体や企業、イベン
ト関係者と学生と教員でのディスカッションを
多数行っている。教育プログラムを高めるため
に意見を集約して評価改善を行い、その教育プ
ログラムの取組みの評価は、ポートフォリオを
使い、学生のこれまでの意見や感想などで成長
を把握している。この教育プログラムの中で、
実践的な学びの場として地域を活性化し、自ら
問題を探し解決することで、前に進む学びの場
を実践している。
５．社会人基礎力育成の成果
　社会人基礎力とは「前に踏み出す力」、「考え
抜く力」、「チームで働く力」の３つの能力から
構成されている。仕事や社会で活躍するために
必要な能力は、放送や地域の活性化への取組み
により育成の成果が見られた。
　また、学内外の関係者と連携・協働し教育力
を高めるための工夫として地域の文化や情報の
発信を通じて、市民の交流を促進し、番組作成・
放送だけでなく、地域の方々との直接的な交流
をする地域振興イベントに積極的に参加してい
る。研究室を取り巻くメンバーには商店街や商
工会、商業アドバイザー、行政など、これまで
の活動により、連携や交流を定期的に学生と行
う場としての土壌ができている。交流により、
より多くの学生に関心を持たせ、様々なアプロー
チから指導や助言や定期的に得る仕組みがあり、
学生は大学の学問で得られる専門知識やスキル
以外に、仕事をする上で必要になる前に踏み出
す力（アクション）考え抜く力（シンキング）
チームで働く力（チームワーク）の３つの力は、
大学や研究室を取り巻く学生からも習得してい
る。
　また、１２の能力要素について以下のような学
生の成果を挙げる。
①　自分が指示をして周囲を動かす「主体性」
　自分から積極的にコミュニケーションと取り、
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（図５）社会人基礎力グランプリ準優秀賞
（２０１４年１２月筆者撮影）
他者の意見をしっかり聞くことで、全体の状況
を把握することができるようになった。最高学
年は、リーダーとして、自分が指示をして周囲
を動かす重要さと大切さを学んだ。
②　積極的な行動ができる「働きかけ力」
　研究室内でイベントやラジオの打ち合わせを
行う中でもメンバーの中にやる気が高い人と低
い人の温度差を感じた学生は、積極的にメンバー
内で話し合い、積極的に自分から働きかける姿
が見られた。チームで取り組む大切さを学んだ。
③　言われなくても積極的に行動する「実行力」
　自ら積極的にどうすれば円滑に進められるか
を、自分の立場を考えメンバーに働きかけるこ
とで、自分自身が活発な活動を進めた。人を動
かすことの難しさを感じながらも、それぞれが
責任を持つことによって、協力し合えるように
なった。また、積極的にやる気を見せて、言わ
れなくても積極的に会議の議事録や報告書を作
成する実行力がついた。
④　どのように動いていけば成功につながるの
か考える「計画力」
　いつ、どのように動いていけばイベントの成
功につながるか、周囲の意見を聞き話し合い、
実行すべき内容を振り分けることで、ひとりひ
とりの動きが見えるようになり、理想的な計画
をたてるようになった。
⑤　わかりやすく伝える「創造力」
　ラジオの放送活動を通して、どのように情報
発信すれば正しい内容で、自分の伝えたいこと
をより魅力的に伝えられるか、考えることが出
来るようになった。
⑥　情報発信することの意義を感じる「発信力」
　毎週日曜日に放送している FM ラジオの番組
や SNS での情報を発信し、さらに地域ブラン
ドの説明パネルやマップなどを作成する中で、
情報発信の効果的な手法を認識し、重要性と意
義を理解した。
⑦　メンバーと信頼関係を築く「傾聴力」
　会議で意見や発言をしない学生がいれば積極
的に意見を聞くように話しかけ、意見を言い出
しにくい後輩に個別に相談に乗る事ができるよ
うになった。
⑧　他者の意見を受け入れ判断する「柔軟性」
　会議で対立する意見があれば、２つの意見を
否定せず、とにかく意見を出し合い、どうすれ
ばいい方向に持っていけるか提案する力が身に
ついた。
⑨　理解する力「情況把握力」
　１つのイベントを実行していく中で、自分の
役割が周囲にどのような影響を与えるのか、ま
た、どのように進めればいいか周囲と相談しな
がら進行することで仲間との絆も深まることを
知った。
⑩　社会人としての「規律性」
　活動を通して大人の方々と意見交換をする機
会が増え、言葉づかいや身だしなみに気を配る
ようになり、注意されたことは改善する努力が
できるようになり、自分の意識を変えることが
できるようになった。
⑪　自分を知る「ストレスコントロール力」
　１度に複数の仕事を抱えると自分の中での負
担が大きくなり、以前はストレスを抱える学生
も見受けられたが、周囲とうまく役割分担する
行動により、個人の負担も軽減すること、そし
て自分の行動をコントロールすることができる
ようになった。
⑫　仲間や先生と徹底的に話し合う「課題発見力」
　自分たちが個々に受けた指示以外のことにも
気を配り、全体の流れにまで意識を持てるよう
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になった。先を見据えた行動で、話し合いを徹
底的に行い、これまでのイベントなどの反省点
をふまえ、次の行動へと活かす大切さを学んだ。
お わ り に
　FM 放送の実施で学生は番組作成・放送だけ
でなく、地域の方々との直接的な交流をするた
め、多くのイベントなどを開催している。２０１５
年度は佐世保に古くから伝わる民話で絵本を作
成し、佐世保市主催のさせぼ文化ウィークをは
じめとするイベントでの読み語りや電子書籍を
作成した。２０１６年度は「YOSAKOI させぼ祭り」
で企画運営に携わり、地域との連携したイベン
ト活動で、産官民連携事業に積極的に取り組み、
実践的な学びを通して社会人基礎力を培った。
　また、自ら地域の商店街や市民の方々への協
力を得るために、企画書や申請書の作成や商店
街でのイベントの声かけや取材など行なってい
る。市民との対話により、前に踏み出す力を身
につけることで、学生のコミュニケーション能
力の成長は素晴らしく、最初は人前で声も出せ
ない学生も市民との対話はもちろん、街角イン
タビューやイベントの司会まで務めるまで成長
した。現在では地域のイベントなどの司会や運
営に参加する学生も多くみられる。また就職活
動時の面接などにも、この経験は活かせている。
行政や企業との連携の中で主体的に活躍できる
人材になることを期待する。
　学生は常に学生の視点で何か新しい活動が出
来ないか、テーマを学生たちで考えている。考
え抜く力を身につけるために、番組やイベント
の過程において、自分の意思を正しく伝えるこ
とに注意し企画している。運営における運営資
金の計画、安全管理などもあわせて考えるよう
になった。番組やイベントを開催するだけに終
わらず、常に相手に思いやりを持つこと、信頼
関係を確立すること、そして視聴者やイベント
参加者の満足度を向上させることなどを考える
までに成長した。
　チームで働く力を身につけるために、学年を
越えた学生同士のつながりを大切にしている。
定例の全体会議や電子メールでの情報の共有化、
また SNS などを使ったソーシャルラーニング
による意見交換などが学年を越えて随時行なわ
れている。番組やイベントへの参加は、先輩後
輩を混同したチームを作成して実践している。
番組やイベントの実践では下級生は先輩達と一
緒に行動することにより、意思疎通を図り、自
分の考えなどを探っていく上でいい刺激になっ
ている。チームにおけるコミュニケーション能
力も実践で向上している。
　地域社会や企業の協力を得て地域活性化を実
践することにより、地域の方々との交流し、そ
の基礎を考え、まちづくりなどの提案する力を
学生は身につけている。地域と観光客を繋ぐ役
割を担うと同時に、調査収集分析から具体的な
企画や提案やコーディネイトする地域活性化を
取りまとめるファシリテーターの養成も考えて
いる。地域の活性化において、積極的な情報発
信を提案し、メディアミックスや ICT を活用す
ることできる人材、多くの意見の集約検証の方
策を提案できる人材を育成したい。
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２０１３年１１月２１日
【国際観光学科】番組のゲストは嬉野高等学校
観光科の生徒さんでした。
http:/ /www１.niu.ac.jp/topics/course/２０１３/６１１６. 
html
２０１３年６月４日
【国際観光学科】スマートフォンアプリで学生
の FM 生放送が聴けるようになりました。
http://www１.niu.ac.jp/topics/course/２０１３/５８０５. 
html
２０１３年６月１２日
【国際観光学科】長崎がんばらんば国体のパン
124
尾場均
フレットにウエルカムマップが掲載されました。
http:/ /www１.niu.ac.jp/topics/course/２０１３/５８１２. 
html
２０１３年１月９日 
【大学総合】国際観光学科尾場ゼミが“社会人
基礎力育成グランプリ九州・沖縄地区 予選大
会”に出場し、奨励賞を受賞
http:/ /www１.niu.ac.jp/topics/general/２０１３/５５６０. 
html
125
FM 放送の実践と地域活性化への取組み
